
　

い
た
ち
川
に
は
、
長
倉
町
と
矢
沢
堀
の
二
か
所
の
小

川
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
上
図
の
よ
う
な
手
押
し
揚
水
ポ
ン
プ

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
方
と
も
、
た
ん
な
る
飾
り

で
は
な
く
、
実
際
に
水
を
汲
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
在
の
よ
う
に
水
道
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
時

代
に
は
、
井
戸
水
を
汲
み
上
げ
る
た
め
に
多
く
の
地
域

で
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
（
※
長
倉
町
と
矢
沢
堀
の
ポ

ン
プ
の
水
は
飲
料
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

現
在
の
子
ど
も
た
ち
に
、
昔
の
生
活
を
知
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
ポ
ン
プ
の
原
理
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
わ
ざ
わ
ざ
設
置
し
て
あ
る
の
で
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、
災
害
時
の
生
活
用
水
・
雑

用
水
の
確
保
に
役
立
つ
こ
と
か
ら
ポ
ン
プ
の
有
効
性
が

見
直
さ
れ
、
各
自
治
体
も
ポ
ン
プ
井
戸
の
登
録
を
行

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

先
日
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま
し
た
ら
、
東
京
都
の
練

馬
区
で
は
区
役
所
が
補
助
金
を
出
し
て
ま
で
、
こ
の
ポ

ン
プ
の
設
置
を
奨
励
し
て
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
直
下
型
の
地
震
な
ど
で
水
道
が
断
水
し
て

も
、
飲
料
水
が
確
保
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
昔
の
用
具
を
活
用
す
る

の
も
、
一
つ
の
生
活
の
知
恵
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
い
も
り
）

（
ポ
ン
プ
の
原
理
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
に
図
示
）　
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この部分を

切 り 取 っ て

ファイルにす

ると便利です

手
押
し
揚
水
ポ
ン
プ

鼬川・㹨川 /川原版・瓦版

　2011 年 6 月に発行した第 54 号いたちかわらば
んの「お米ができるまで」で、籾（もみ）の根だし
から田植え後の雑草とりまでの話を書きました。今
回はその続きです。

● 稲刈り
　①田植えから約 150 日経過した頃に、緑色をし
ていた稲の穂が黄金色に変わったことを確認して稲
刈り専用の鎌（かま）で稲を刈り取ります。

　②刈り取った稲を天日干しにするために稲掛けを
します。「稲掛け」とは、刈った稲をヒモなどで束
ね、稲穂を下にして掛けておくことです。

● 脱穀（だっこく）
　天日干しにより乾いた稲穂を脱穀機にかけて、稲
穂から籾を取り出します。この作業を「脱穀」とい
います。
　なお、荒井沢市民の森では昔ながらの足踏み脱穀
機を使って脱穀した後に、唐箕（とうみ）を使って米
と藁などの不要物を選別しています。

● 籾摺り（もみすり）
　機械を使って籾を「米」と「籾殻（もみがら）」
とに分けます。この作業を「籾摺り」といい、使う
機械を「籾摺機」といいます。

● 精米
　籾殻を取り除いた米を「玄米（げんまい）」とい
います。玄米には、種皮が付いているので精米機に
かけてこれを取り除き「白米」にします。この時に
取り除かれて粉状となったものを「米糠（こめぬ
か）」といい、また白米を通常「米」といって私た
ちは毎日のように食べています。

　いかがでしたか。私たちが毎日食べる米は、約半
年もの時間をかけてこのような工程を経て作られた
ものです。荒井沢市民の森では、今年もたくさんの
稲穂が実っています。このかわらばんが発行される
頃になれば、いよいよ収穫です。荒井沢市民の森を
訪れたら、ぜひ稲穂が風に揺れる田んぼにも目を向
けてみてください。
　　　　（荒井沢市民の森愛護会　佐藤徳人）

発行：㹨川OTASUKE隊　（いたちがわおたすけたい）
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お米ができるまで　（後編）

荒井沢市民の森では、愛護会の指導で毎年近隣の小
学校の児童が田植えの体験実習を行っています。

 　キャンドルナイト in さかえ２０１２開催
　　１１月１７日（土）本郷台駅前広場　
　　（キャンドル点灯１７時から）
  ２００５年から本郷台駅前で始まったキャンドルナイト
が今回で記念となる１０回目を迎えます。
　秋の夜、電気を消してキャンドルのやさしい明かりの
もとで音楽の調べが楽しめます。日常を忘れてスローな
夜を過ごしてみませんか？。

【版画　宗森英夫】 【長倉町小川アメニティの手押し揚水ポンプ】
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「
い
そ
っ
歩
」
は
い
そ
ご
区
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
二
〇
一
〇
年

に
開
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー
「
歩
い
て
探
そ
う
磯
子
の
魅
力
」
に
参
加
し
た

有
志
を
核
に
し
て
ま
ち
歩
き
の
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。
二
〇
一
一

年
一
月
か
ら
毎
月
一
回
月
曜
日
に
磯
子
区
の
街
や
山
を
歩
き
、
魅
力
を

発
見
し
そ
の
情
報
を
周
り
の
人
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
二
〇
一
二
年
は
磯
子
区
に
隣
接
し
て
い
る
区
も
歩
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
の
希
望
を
聞
い
た
と
こ
ろ
ダ
ン
ト
ツ
の
一
位
が
「
い
た

ち
川
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
で
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
森
田
保
夫
さ
ん
が
か
つ

て
い
た
ち
川
O
T
A
S
U
K
E
隊
に
参
加
し
て
い
た
縁
で
和
久
井
征
治

さ
ん
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
以
前
に
い
た
ち
川
散
策
マ
ッ
プ
を
手
に
入
れ
て
A
コ
ー
ス
を
二

度
歩
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
後
「
い
た
ち
か
わ
ら
ば
ん
」
を
ネ
ッ
ト

で
第
一
号
か
ら
最
新
版
五
七
号
ま
で
全
て
読
ん
で
い
た
ち
川
の
魅
力
に

ひ
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
六
月
一
一
日
快
晴
の
下
、
メ
ン
バ
ー
二
三
名
が
十
時
に
本
郷
台
駅
に

集
合
し
警
察
学
校
前
か
ら
上
流
に
向
け
歩
き
ま
し
た
。
戦
前
海
軍
燃
料

廠
で
あ
っ
た
た
め
の
再
生
の
苦
難
、
設
計
者
の
意
向
と
現
場
管
理
者
と

の
意
見
の
衝
突
と
調
整
、
現
場
に
設
置
さ
れ
た
石
材
の
選
択
、
植
え
ら

れ
る
木
の
選
別
、
水
中
か
ら
顔
を
出
す
い
た
ち
の
石
造
、
昔
か
ら
植
生

し
て
い
る
多
く
の
種
類
の
草
花
、
扇
橋
親
柱
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
、
子

ど
も
た
ち
の
参
加
を
得
て
作
ら
れ
た
矢
沢
堀
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ
、
廃
材

と
な
っ
た
鉄
道
の
枕
木
を
活
用
し
た
遊
歩
道
、
魚
に
や
さ
し
い
コ
ー
ン

型
魚
道
水
路
、
少
量
の
水
で
回
転
す
る
よ
う
ア
ル
ミ
材
で
つ
く
ら
れ
た

水
車
、
石
を
特
殊
接
着
剤
で
固
定
し
た
ス
ト
ー
ン
ネ
ッ
ト
、
今
回
の

ゴ
ー
ル
の
稲
荷
森
の
水
辺
に
着
く
ま
で
和
久
井
さ
ん
の
口
か
ら
切
れ
目

な
く
出
て
く
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
聞
き
入
っ
て
、
一
人
で
歩
い
た
時
に
分

か
ら
な
か
っ
た
秘
話
に
わ
く
わ
く
し
た
二
時
間
半
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
和
久
井
さ
ん
ご
推
奨
の
夜
七
時
半
に

再
び
訪
れ
て
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
を
鑑
賞
し
た
人
も
い
ま
し
た
。
今
回
参
加

し
た
全
員
が
散
策
マ
ッ
プ
を
も
と
に
さ
ら
に
歩
い
て
み
た
い
思
い
を
つ

の
ら
せ
ま
し
た
。

   

O
T
A
S
U
K
E
隊
の
皆
さ
ん
の
永
年
の
ご
尽
力
に
敬
服
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
そ
っ
歩
代
表
　
常
松
清
）

い
た
ち
川
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
散
策 

〈
寄 

稿
〉

手押し揚水ポンプの原理　

①図　⇨　　　　　　　②図　⇨　　　　　　③図　⇨　　　　　　④図　　　

②図　ハンドルを持ち上げるとピストンが下降する。するとピストンの弁が開いて、水はピス
トンの上部に溜まってゆく。
③図　さらにピストンが下がり、ポンプの底部に着く。するとピストンの弁は閉じる。
④図　ハンドルを押し下げるとピストンの弁は閉じたままピストンが上昇し、ピストンの上部
にあった水は吐き出される。同時にポンプ底部の弁が開き井戸からの水がピストンの下側に吸
い上げられる。

　

● 現在の荒井沢周辺
　平成 7 年の保全計画「荒井沢里山再生計画」の趣旨としては、
「大きな社会問題としての地球温暖化」「栄区でも都市化が進み
生活環境の悪化」が懸念される中で残された緑地、水路を適正に
保全することでした。
こうすることで
　① 気温、湿度を適度に保ち大気汚染を緩和する。
　② 雨水を保持できる環境は、地下水を涵養することで洪水
　　の防止に大きな効果がある。
　③ 緑地や水路には多種多様の生物が生き、人々の「ふれあ
　　い」や「うるおい」の場所となる。
ことが期待され、それを計画立案の骨子としました。
　立案されてから 17 年が経過してどのように変貌してきたか、
周辺施設、緑地、水路と住民参加による保全管理の推移を紹介し
ます。
● 周辺の施設の変化
　東側の山林が市民の森として指定され、散策ルートの設定が野
草保全地区を定め安全な散策路の設計と施工が行われました。水
路についても生息する生物や植物の調査を行い「多自然型工法」
を取り入れた動植物にやさしい設計が行われ「洗井沢小川アメニ
テイ」が施行されました。
　市民の森の入口にあったゴルフ練習場とコースの所有者が廃業
され、その跡地は、老人ホーム、公園墓地となっています。残念

なことは、シンボルとなっていた「栄区のグランドキャニオン」
といわれていた絶壁が建物の影となって見えなくなったことで
す。
　その後、市民の森の範囲が「極楽広場」の裏側の倉庫部分や西
側の山林部分が指定され市民の森の区域も広がり散策路も増設さ
れました。
● 住民参加による管理保全活動
　「荒井沢市民の森愛護会」は平成 9 年に準備活動を開始して、
平成 10 に会員を募集し、開園式が行われました。平成 11 年に
は「上洗井沢水辺愛護会」が発足し保全活動が行われておりま
す。平成 11 年には谷戸の水田を開墾して、愛護会会員により近
隣の小学校の課外活動の一環として稲作の指導を行っています。
● 里山の管理
　森の樹木の管理は、樹木の間伐や剪定等を行い、樹木の下刈り
を行っています。貴重種の植物を保護するために当番制で巡回を
行い盗掘防止を行っております。
　管理日には会員によって樹木の管理だけでなく、散策路の点
検・修理や周辺の草刈を行っています。子どもたちが植えた稲の
点検・管理等も行い、訪れる人の安全と樹木の保護に努めていま
す。また、倒木した後に広葉樹の植樹を行うとともに、間伐した
竹や樹木などを利用して炭焼き体験等も行っています。
● 市民の森の施設の名前の由来
　頂上にある展望台「皆城山」は「名の無い城」が転訛して付い
た名前といわれており、またその「皆城山」に村人を近づけない
ために荒井沢の谷戸を「地獄谷」と名付けたと古くからいわれて

いました。そのため、現在の広場は多くの方に親しまれるように
正反対の「極楽広場」としたのです。現在の公園墓地が出来る以
前に付けたもので墓地との関係はありません。
　「洗井沢川」の名称は、山は「荒」井沢であっても良いが、川
は荒れるのを嫌うので「洗う」字にしたと地域の古老より伺って
おりそれに従っています。
　　                                         水・人・子（ミジンコ）

荒井沢の自然（その２）

炭焼き広場

墓　地

老人福祉施設

老人福祉施設

荒井沢市民の森

皆城山
展望台

極楽広場

桂台第四公園

桂台南

公田町

洗井沢川
小川アメニティ

散策道

散策道

ゴルフ場

絶壁

絶壁

荒井沢の森
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